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2 やさいを そたてたときに こまったことは ありましたか?
図10 しんたろうのワークシート
次に、さゆみ(仮名)はトマトやピーマンなど
様々な野菜がある中で、オクラを選び、「おくた」
と名前を付け、一生懸命育てていた。先にも述べ
たように、オクラは他の野菜に比べて大きくなる
のが少し遅いため、「早くおおきくならないかな
あ」と毎日「おくた」の様子をみていた。苗をも
らった時より、少し暖かくなり、さゆみの「おく
た」にも小さな実がなった。 しかし「おくた」が
つけた小さな実は他の子どもだちとは違い赤かっ
たのだ。何かの病気なのではないかと心配し、さ
ゆみは学級においてあった図書で不安そうに調べ
た。そこで、オクラの種類のところに、緑のオク
ラの他に、紅オクラという品種があるということ
が分かり、やさい目記に「おくらの本でべにおく
らがありました。べにおくらがもうちょっとです。
たのしみにしています。」(図11)と書いた。教師
図11 さゆみのやさい日記
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の「べにオクラはふつうのおくらとどうちがう
の?」という問いかけに「ふっうのオクラとは種
類が違うんだよ。白いオクラもあるよ｡」と自慢げ
に教師に話した。他みんなが育てているオクラと
は違うさゆみだけの赤いオクラを、さゆみは大切
に育て、赤いオクラがとれるのを誰よりも楽しみ
に待っていた。
ゆうた(仮名)は、野菜の中でもナスを選び、
そのナスに「ナツくん」と名付け大切に育ててい
た。野菜名人の小林さんがミニトマトを育ててい
る子どもに対して、「ミニトマトを育てている子は
わきめをしなければいけないよ。」と言っているの
を、ゆうたは聞いていた。ナスはどのように育て
ればいいか疑間に思ったゆうたは、学級にある図
書を手に取った。図書に読み、トマトとは違い、
ナスにはわき芽つみがいらないことを知り、教師
に自慢げに伝えた｡ゆうたがわき芽つみをせずに、
残している様子がワークシートの絵からも読みと
れる。(図12)このように、図書を見ることで、
野菜を育て方の見通しがたったものと考えられる。
図12 ゆうたのワークシート
ひなこ(仮名)は、赤パプリカの「パブちゃん」
を育てていた。ひなこの野菜にも、他の子どもた
ちの野菜にも虫が付き、葉に実に穴があいてしま
っている子どももいた。その中でひなこは「パプ
ちゃん」を守るために、虫をとることに専念して
いた。ある日を境に、「パプちゃん」にクモがつく
ようになった。「パプちゃん」を守るために、クモ
を一生懸命取っていたひなこだったが、学級にあ
る図書を見たら、クモは虫をたべてくれるという
記述があった。その記述を見たひなこは､今まで、
クモは野菜を食べてしまう悪い虫であると思って
いたが、実はそうではないことに気付き、ほっと
したと同時に、「パプちゃん」からクモを取ってい
た自分の活動を見直すきっかけになった。(図13)
図13 ひなこのワークシート
以上のように、子どもの実態に合った図書を、
近くに置いておくことによって、子どもは自ら図
書を手に取り、自分の抱える問題を解決したり、
自分の活動を振り返り、見直すきっかけになった
り、これからの活動の見通しをもつきっかけにな
り、子どもの活動がより充実したものと考える。
、tし恥、
(3)自分の生活に生かす段階
4月の終わりから7月にかけて、子どもたちは
夏野菜を育ててきた。活動の際には、前に示した
ように、『やさいノート』31)や図鑑を置いた。ま
た、子どもたちが育てている、野菜のそだててあ
そぼうシリーズ、『オクラの絵本』32)、『ピーマン
の絵木』33)、『トマトの絵本』34)、(キュウリの絵
木P5)、『ナスの絵木』36)を置いた。活動が終盤に
さしかかったあたりで、そだててあそぼうシリー
ズの『ラッカセイの絵本』37)、『ホウレンソウの絵
本』38)、『ダイコンの絵本』39)など、育てている野
菜でないものの絵本も置くことにした。
そうした中で､ピーマンを育てているだいき(仮
名)はよく『ホウレンソウの絵本』4o)を見ていた。
だいきが夏が終わる頃のワークシートに「ほうれ
んそうの本をみてそだてたかったからそだててい
る。」(図14)と書いたように、教師に「1学期に
野菜そだてて楽しかったし、自分で育てたピーマ
ンはすごくおいしかったし、木見てホウレンソウ
そだててみたかったから家で育ててるよ。」と話し
た。だいきは『ホウレンソウの絵木』41)を見て興
-
味をもち、自宅でホウレンソウを育て始めたのだ。
今まで一生懸命野菜を育てた活動を振り返り、そ
の上でまた違う野菜の図書を読むことから、違う
野菜にも関心をもち、また野菜を育てたいという
思いを強く抱いた。その思いから自宅でホウレン
ソウを育てているというだいきの行動はまさしく、
図書の活動が生活に活きているものと考える。
図14 だいきのワークシート
また、黄色のパプリカを育てていたまえ(仮名)
も、学級においてある図書を手に取り、「つぎは、
ニンジン、キュウリ、ラッカセイ、トウモロコシ
を育ててみたいです。」とワークシートに書いたよ
うに(図15)、「前は野菜、生では食べれなかった
けど、自分で育てたパプリカを食べて、生もおい
しいってことがわかったから、また育てたい。」と
話した。ここから、今までとは違う野菜の図書を
あえて設置しておくことは、「また育てたい」とい
う、次なる活動への意欲をもたせることができた
と考えられる。
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図15 まえのワークシート
次に、まりな(仮名)は、導入時に読み聞かせ
をした際のワークシートでは、「そだててやさいが
大すきになりたい。トマトがきらいだからすきに
なりたい。」と書いていたにも関わらず､結局まり
なが選んだ野菜はオクラだった。そのオクラを一
生懸命育てていたまりなは『オクラの絵本』と一
緒に置いてある『トマトの絵本』42)もよく読んで
いたという。そして野菜の栽培が終わる時のワー
クシートに「トマトやナスがそだてたいです。わ
たしは、トマトやナスがきらいで、じぶんでそだ
てたほうが、すきになれると思って、トマトやナ
スがそだてたいと思いました。」(図16)と書き、
自分が野菜を育てたいという思いをもった時から
の活動を振り返り、今度こそは嫌いなトマトやナ
スを育てて好きになりたいという思いを強くもっ
たことが考えられる。
図16 まりなのワークシート
以上のように、子どもたちが育てている野菜と
は違う野菜の図書を、時期を見て置いておくこと
は、子どもが次なる活動への意欲をもつことに効
果があると考える。しかし、早い時期に置いてし
まうと、子どもの意識がそれてしまうことがある
ので注意しなければならない。
IV 研究のまとめ
これまで、直接体験重視と言われる中で、間接
体験にも大きな役割があり、子どもの学びに大き
な効果をもたらすものであるとして考えてきた。
本研究では、その間接体験の中でも図書の活用に
焦点を絞り考察を行ってきたが、実践を行い分析
していく中で、やはり直接体験の中に図書の活用
を入れ込んでいくことが、子どもの学びに大きな
効果あると確信できた。しかし、本稿においては、
野菜栽培の単元のみの分析であること、また、限
られた時間の中での子どもの姿の見取りであるこ
とから、子どもの多くの学びの中の一部の学びし
か見取ることができなかったように感じる。今後
は長期的に子どもの姿を見取ることができる機会
を生かし、図書を活用することがもたらす効果や
そこから得られる子どもの学びについて、子ども
に寄り添いながら長期的、日常的に検証を行って
いきたい。
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